































































































































































































































































N0. 編者など 主題／副題 地域区分 中核考察
１ 文部科学省 歴史 的背景を中核とした考察8） 北海道地方 歴史 的背景





４ 藤原正 治 歴史的背景を 中核とし た考 察に
よる 厂北海道地方｣11)
北海道地方 歴史 的背景
５ 高山昌之 日本の諸地域 厂九州地方｣12) 九州地方 自然環境
６ 桑原敏典




７ 戸田克典 伊勢湾を 中心 にした結びつき14） 東海地方
他地域との
結び付き
８ 塩満貞徳 関東地方(｢ 日本 の諸地域｣)15) 関東地方
他地域との
結び付き









(以下 匚解説編コ に示された２つ の学習展開例の
うち学習問題がＨＯＷ型で設定されているNo.l よ
り もWhy 型のNo.2 の方が、より質の高い知識が
習得される授業構成となっているといえる。他の
８事例のうち５事例の授業で中核となる学習問題
は、Why 型で設定されてい る。 また、 それら ５
事例すべてで、説明的知識が習得されており、 こ
のうち４事例では、概念的知識の習得まで に至っ













































































































































































































(COS は､ Ｃ・ｕｒｓ ofSｔｕdｙ=字習指導要領の略）
Ｖ ． 単 元 モ デ ル 「 人 口 や 都 市 村 落 を 中 核 に し た 考
察 （ 近 畿 地 方 ）」 の 提 案
１ ． 授 業 設 計 の 方 法
出 習 得 す べ き 概 念 的 知 識 の 抽 出
平 成20 年 版 匚日 本 の 諸 地 域 」 学 習 に お い て は 、
応 用 力 の あ る 、 よ り 質 の 高 い 知 識 を 習 得 さ せ る た
め に 、 授 業 で 習 得 さ せ る べ き 概 念 的 知 識 ・ 説 明 的
知 識 を 明 示 す る 必 要 が あ る 。
米 田 豊 は 、 平 成20 年 版 の 「 学 習 指 導 要 領 」 及
び 匚解 説 編 」 に 記 さ れ た 中 核 考 察 ご と の 学 習 構 想
を 匚中 核 考 察 の 分 析 表 」 と し て 整 理 し 、 匚考 察 の
内 容 に つ い て は 、 概 念 、 概 念 的 知 識 で 明 示 さ れ て
い る こ と が 少 な い 。」21） と し た う え で 、 次 の よ う
に 述 べ て い る 。
解 説 に 概 念 的 知 識 が 、 明 示 さ れ て い る と き は 、 そ
の 内 容 を 検 討 す る 。 明 示 さ れ て い な い と き は 、 社 会
諸 科 学 の 研 究 成 果 か ら 、 概 念 的 知 識 を 抽 出 す る 气
匚人 口 や 都 市 ・ 村 落 を 中 核 と し た 考 察 」 に お い
て は 、『 解 説 編 』 で も 、 習 得 さ せ る べ き 概 念 的 知
識 は 、 明 示 さ れ て い な い 。 し た が っ て 、 本 論 で は 、
米 田 の 理 論 に 依 拠 し 、 社 会 諸 科 学 の 研 究 成 果 か ら
概 念 的 知 識 を 抽 出 す る こ と に す る 。
本 授 業 モ デ ル で は 、 地 理 学 を 中 心 と す る 社 会 諸
科 学 か ら 、 ど の よ う な 概 念 的 知 識 を 習 得 さ せ る べ
き か を 抽 出 す る 。
そ の 際 、 手 が か り と な る の は 、 平 成20 年 版 に 示
さ れ た 匚人 口 や 都 市 ・ 村 落 を 中 核 と し た 考 察 」 の
中 核 事 象 で あ る 。 厂人 口 や 都 市 ・ 村 落 を 中 核 と し
た 考 察 」 の 中 核 事 象 は 、 ① 地 域 の 人 口 の 分 布 や 動
態 、 ② 都 市 ・ 村 落 の 立 地 、 の ２ つ で あ る 。 こ の う
ち 本 モ デ ル で は 、 主 に 地 域 の 人 口 の 分 布 や 動 態 に
関 し て 、 地 理 学 を 中 心 と す る 社 会 諸 科 学 の 研 究 成
果 か ら 概 念 的 知 識 を 抽 出 す る 。 地 域 の 人 口 の 分 布
や 動 態 に お け る 概 念 的 知 識 を 抽 出 す る 際 に 参 考 に
し た 地 理 学 、 経 済 学 、 社 会 学 の 文 献 は 、 以 下 の と
お り で あ る
Ｏ



























































































































①　 香芝市、 栗東市は、H12 ～H17 年の人口増
加率が近畿地方の中で、上位１・２位であり、










































































































































































































































































































































































































































明治図書, 1968, p. 19
20）米田豊「中学校社会科地理的分野における事例地
域の選択の視点と内容構成
」，社会系教科教育学会
『社会系教科教育学研究』第６号, 1994, 0
21）米田豊「新しい地誌学習への提言一中学校社会科
地理的分野『日本の諸地域』を中心にして
」，社会系
教科教育学会『社会系教科教育学研究』第20号，
2008, p35
90－
